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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１筐体と、
　表示装置が収容された第２筐体と、
　前記第１筐体の第１端部に設けられ、前記表示装置の表示画面が前記第１筐体に覆われ
る第１位置と、前記表示画面が露出される第２位置との間で回動可能に、前記第１筐体と
前記第２筐体とを連結したヒンジと、
　前記第１筐体の前記第１端部に取り付けられたバッテリパックと、
　を具備し、
　前記バッテリパックは、第１セルが収容された第１部分と、前記第１筐体の中央部から
前記第１部分よりも離れて位置され、円筒形状を有する第２セルが収容された第２部分と
、前記第２位置で前記第２筐体の第２端部が面するとともに凹部が設けられた第３端部と
を有し、
　前記第２部分は、前記第１位置にある前記第２筐体に向いて前記第１部分に対して位置
ずれして設けられ、
　前記第２端部は、前記第２位置で、前記凹部と前記第１筐体が載置される外部載置面と
の間に収容され、
　前記ヒンジの回転軸は、前記第２セルの中心よりも、前記第１位置にある前記第２筐体
から離れて位置されたバッテリ実装構造を備えた電子機器。
【請求項２】
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　第１筐体と、
　表示装置が収容された第２筐体と、
　前記第１筐体の第１端部に設けられ、前記表示装置の表示画面が前記第１筐体に覆われ
る第１位置と、前記表示画面が露出される第２位置との間で回動可能に、前記第１筐体と
前記第２筐体とを連結したヒンジと、
　円筒形状のセルが収容され、前記第２位置で前記第２筐体の第２端部が面するとともに
凹部が設けられた第３端部を有し、前記第１筐体の前記第１端部に取り付けられたバッテ
リパックと、
を有し、
　前記第２端部は、前記第２位置で、前記凹部と前記第１筐体が載置される外部載置面と
の間に収容され、
　前記ヒンジの回転軸は、前記セルの中心よりも、前記第１位置にある前記第２筐体より
離れて位置された電子機器。
【請求項３】
　第１筐体と、
　表示装置が収容された第２筐体と、
　前記第１筐体の第１端部に設けられ、前記表示装置の表示画面が前記第１筐体に覆われ
る第１位置と、前記表示画面が露出される第２位置との間で回動可能に、前記第１筐体と
前記第２筐体とを連結したヒンジと、
　前記第２筐体の第２端部が前記第２位置で面するとともに凹部が設けられた第３端部を
有し、前記第１筐体の前記第１端部に取り付けられたバッテリパックと、
　を具備し、
　前記第２端部は、前記第２位置で、前記第１筐体が載置される外部載置面と前記凹部と
で規定される空間に収容される電子機器。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一つの記載において、
　前記第２筐体は、当該第２筐体から前記バッテリパックの両側に突出した一対の突出部
を有し、この突出部が前記ヒンジの回転軸に支持された電子機器。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一つの記載において、
　前記第２筐体は、前記第２位置において前記第１位置から略１８０度開かれる電子機器
。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項３および請求項５のいずれか一つの記載において、
　前記第１筐体に取り付けられたキーボードを備え、
　前記第２筐体は、前記第２位置で、前記キーボードよりも、前記外部載置面の近くに位
置される電子機器。
【請求項７】
　請求項１の記載において、
　前記バッテリパックは、前記第１部分と前記第２部分との間に、前記第１セル及び前記
第２セルの外形に対して膨んだ膨らみ部を有し、この膨らみ部に機能部品が収容された電
子機器。
【請求項８】
　請求項１または請求項７の記載において、
　前記第２筐体は、前記第１位置で前記バッテリパックの第２部分に対向し、前記第２部
分の一部が収容される第２の凹部が設けられた電子機器。
【請求項９】
　請求項８の記載において、
　前記第２筐体の前記第２端部は、前記第２の凹部が設けられて前記第２筐体の他の部分
に比べて薄く、この薄い前記第２端部が前記第２位置で前記バッテリパックの凹部と前記
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外部載置面との間の空間に収容される電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子機器は、本体筐体に取り付けられたバッテリを有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－３１８７３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　機器のいくつかは、回動可能な筐体を備える。このような機器のなかには、筐体の回動
可能角度が大きい方が好ましいものもある。
【０００５】
　本発明の目的は、筐体の回動可能角度を大きくすることができる電子機器を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　実施形態によれば、電子機器は、第１筐体と、表示装置が収容された第２筐体と、ヒン
ジと、バッテリパックとを具備する。ヒンジは、前記第１筐体の第１端部に設けられ、前
記表示装置の表示画面が前記第１筐体に覆われる第１位置と、前記表示画面が露出される
第２位置との間で回動可能に、前記第１筐体と前記第２筐体とを連結している。バッテリ
パックは、前記第２筐体の第２端部が前記第２位置で面するとともに凹部が設けられた第
３端部を有し、前記第１筐体の前記第１端部に取り付けられる。前記第２端部は、前記第
２位置で、前記第１筐体が載置される外部載置面と前記凹部とで規定される空間に収容さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】第１実施形態の電子機器の平面図。
【図２】図１中に示された電子機器の下面を示す斜視図。
【図３】図１中に示された電子機器のＡ－Ａ線に沿う断面図。
【図４】図１中に示された電子機器のバッテリパックの断面図。
【図５】図１中に示された電子機器のＡ－Ａ線に沿う断面図。
【図６】図１中に示された電子機器のＡ－Ａ線に沿う断面図。
【図７】図１中に示された電子機器のＢ－Ｂ線に沿う断面図。
【図８】図１中に示された電子機器の表示筐体の内部を示す平面図。
【図９】図８中に示された表示装置の背面図。
【図１０】図８中に示された表示装置の背面を示す斜視図。
【図１１】図１中に示された電子機器のヒンジ周りを示す斜視図。
【図１２】図１中に示された電子機器の側面図。
【図１３】図１中に示された電子機器の一つの変形例の断面図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、実施の形態について、図面を参照して説明する。　
　図１乃至図１２は、一つの実施形態に係る電子機器１を開示している。電子機器１は、
例えばノートブック型パーソナルコンピュータである。なお本実施形態が適用可能な電子
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機器は、上記に限定されるものではない。本実施形態は、例えば携帯電話や、スマートフ
ォン、ＰＤＡ(Personal Digital Assistant)、ゲーム機などを含む種々の電子機器に広く
適用可能である。電子機器１は、「バッテリ実装構造」の一例である。
【０００９】
　図１に示すように、電子機器１は、本体ユニット２（第１のユニット）と、表示ユニッ
ト３（第２のユニット）と、一対のヒンジ４ａ，４ｂとを備えている。本体ユニット２は
、メインボードを搭載した電子機器本体である。本体ユニット２は、本体筐体５を備えて
いる。本体筐体５は、「第１の筐体」の一例である。図１及び図２に示すように、本体筐
体５は、上壁６、下壁７、及び周壁８を有し、扁平な箱状に形成されている。
【００１０】
　下壁７は、電子機器１を机の上に置いた時に、その机上面Ｄ（図３参照）に向かい合う
。下壁７は、机上面Ｄに対して略平行になる。上壁６は、下壁７との間に空間を空けて、
下壁７と略平行（すなわち略水平）に広がる。上壁６には、キーボード９が取り付けられ
ている。キーボード９は、「入力部」の一例である。なお入力部としては、例えばタッチ
パネルなど他の入力機構であってもよい。周壁８は、下壁７に対して起立し、下壁７の周
縁部と上壁６の周縁部との間を繋いでいる。
【００１１】
　表示ユニット３は、ヒンジ４ａ，４ｂによって、本体ユニット２の後端部に回動可能（
開閉可能）に連結されている。表示ユニット３は、本体ユニット２を上方から覆うように
倒された第１位置と、本体ユニット２に対して開かれた第２位置との間で回動可能である
。
【００１２】
　図１に示すように、表示ユニット３は、表示筐体１１と、この表示筐体１１に収容され
た表示装置１２とを備えている。表示筐体１１は、「第２の筐体」の一例である。表示筐
体１１は、前壁１３、背壁１４、及び周壁１５を有する。表示装置１２は、例えば液晶デ
ィスプレイであるが、これに限定されるものではない。表示装置１２は、画像や映像が表
示される表示画面１２ａを有する。
【００１３】
　表示筐体１１の前壁１３は、表示ユニット３が上記第１位置にあるとき、本体ユニット
２に向かい合う。前壁１３は、表示装置１２の表示画面１２ａが露出される開口部１３ａ
を有する。換言すれば、表示筐体１１は、表示画面１２ａが本体筐体５に覆われる上記第
１位置と、表示画面１２ａが露出される上記第２位置との間で回動可能に、ヒンジ４ａ，
４ｂによって本体筐体５に連結されている。
【００１４】
　背壁１４は、前壁１３との間に空間を空けて、前壁１３と略平行に広がる。周壁１５は
、前壁１３及び背壁１４に対して起立し、前壁１３の周縁部と背壁１４の周縁部との間を
繋いでいる。前壁１３は、表示筐体１１の「第１壁部」の一例である。背壁１４は、表示
筐体１１の「第２壁部」の一例である。背壁１４は、前壁１３とは反対側から表示装置１
２に対向する。
【００１５】
　図１及び図２に示すように、本体筐体５の後端部には、バッテリパック１７が取り付け
られている。バッテリパック１７は、「バッテリ」の一例である。表示筐体１１は、当該
表示筐体１１の左右の端部に分かれて設けられた一対の突出部１８ａ，１８ｂを有する。
突出部１８ａ，１８ｂは、表示筐体１１からバッテリパック１７の両側に突出している。
【００１６】
　図１に示すように、突出部１８ａ，１８ｂとバッテリパック１７との間には、ヒンジ取
付部１９が設けられている。ヒンジ取付部１９は、本体筐体５の後端部の一部である。ヒ
ンジ４ａ，４ｂは、ヒンジ回転軸２０を有する。ヒンジ回転軸２０は、バッテリパック１
７のセル（後述）の軸方向と略平行に配置されている。
【００１７】
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　ヒンジ回転軸２０は、表示筐体１１の突出部１８ａ，１８ｂと、本体筐体５のヒンジ取
付部１９との間に延びるとともに、突出部１８ａ，１８ｂ及びヒンジ取付部１９にそれぞ
れ取り付けられて支持されている。これにより、表示筐体１１は、ヒンジ回転軸２０を回
転中心として本体筐体５に対して回動される。
【００１８】
　まず、バッテリパック１７の構造について説明する。　
　図３及び図４に示すように、バッテリパック１７は、ケース２１（バッテリケース）と
、このケース２１に収容されたセル２２（バッテリセル）とを有する。セル２２は、例え
ば乾電池のような円筒状に形成されている。セル２２は、例えば６個設けられている。
【００１９】
　図３及び図４に示すように、セル２２は、前後２列に分かれて配置されている。セル２
２は、第１列（前列）に配置された第１セル２２ａと、第２列（後列）に配置された第２
セル２２ｂとを含む。なお本明細書では、ユーザーから見て前後左右を定義している。す
なわちユーザーに近い方を「前」、ユーザーから遠い方を「後」と定義する。
【００２０】
　図４に示すように、第１列には、２つの第１セル２２ａが並べられている。第２列には
、４つの第２セル２２ｂが並べられている。第１セル２２ａ及び第２セル２２ｂは、各列
でそれぞれ直列状、すなわちセル２２の軸方向に並べられている。
【００２１】
　図３に示すように、バッテリパック１７は、第１セル２２ａが収容された第１部分２４
（前部）と、第２セル２２ｂが収容された第２部分２５（後部）とを有する。第１部分２
４は、第１セル２２ａの外形に沿う第１円弧部２４ａを有する。第２部分２５は、第２セ
ル２２ｂの外形に沿う第２円弧部２５ａを有する。第２部分２５は、第１部分２４よりも
、本体筐体５の中央部から離れている。すなわち第２部分２５は、第１部分２４よりも、
キーボード９から離れている。第１部分２４と第２部分２５は、互いに一体に形成されて
いる。
【００２２】
　第２部分２５は、上記第１位置にある表示筐体１１に向いて第１部分２４に対して位置
ずれして設けられている。詳しく述べると、第２セル２２ｂは、第１セル２２ａよりも高
い位置に配置されている。第１部分２４及び第２部分２５は、第１セル２２ａ及び第２セ
ル２２ｂの外形にそれぞれ実質的に沿って設けられている。このため、第２部分２５は、
第１部分２４に対して上方に持ち上げられた位置に設けられ、第１部分２４よりも上方に
盛り上がっている。
【００２３】
　バッテリパック１７は、前端部となる第１端部２７と、後端部となる第２端部２８とを
有する。第１端部２７は、本体筐体５に隣接し、本体筐体５に接続されるコネクタ２９（
図４参照）が設けられている。第２端部２８は、第１端部２７とは反対側、すなわち本体
筐体５とは反対側に位置され、電子機器１の外観の一部を形成している。
【００２４】
　上述のように第２部分２５が第１部分２４に対して上方に位置ずれして設けられること
で、バッテリパック１７の第２端部２８には、凹部３０（第１の凹部）が設けられている
。凹部３０は、バッテリパック１７の下端部に設けられている。
【００２５】
　凹部３０は、第１部分２４と第２部分２５との間の段差に対応して設けられている。す
なわち、凹部３０は、第２部分２５が上方に位置ずれして第１部分２４に対して高くなっ
た分だけ、第２部分２５の下方に生じた空間部である。凹部３０と本体筐体５が載置され
る机上面Ｄとの間には空間Ｓが規定される。
【００２６】
　図５に示すように、バッテリパック１７の凹部３０には、表示筐体１１の一部が上記第
２位置で収容される。すなわち、表示筐体１１の一部は、上記第２位置で、バッテリパッ
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ク１７の第２部分２５の下方にもぐり込み、凹部３０と机上面Ｄとの間の空間Ｓに入り込
む。これにより、表示筐体１１の一部が、凹部３０と机上面Ｄとの間の空間Ｓに収容され
る。
【００２７】
　図５に示すように、上記第２位置は、表示筐体１１が上記第１位置から例えば略１８０
度開かれた位置である。表示筐体１１の一部は、上記第１位置から略１８０度開かれた上
記第２位置において、凹部３０と机上面Ｄとの間の空間Ｓに入り込む。換言すれば、表示
筐体１１の一部が上記空間Ｓに入り込むことで、表示筐体１１は、上記第１位置から略１
８０度まで開くことができる。なお表示筐体１１は、略１８０度まで開くことができなく
てもよく、略１８０度以上開くことができてもよい。
【００２８】
　図５に示すように、ヒンジ回転軸２０は、バッテリパック１７の第２端部２８の中心に
対して偏心している。バッテリパック１７の第２端部２８の中心とは、本実施形態ではバ
ッテリパック１７の第２セル２２ｂの中心Ｃのことである。ヒンジ回転軸２０は、第２セ
ル２２ｂの中心Ｃよりも、上記第１位置にある表示筐体１１から離れて位置されている。
【００２９】
　より詳しく述べると、ヒンジ回転軸２０は、第２セル２２ｂの中心Ｃよりも、下側に位
置されている。さらにヒンジ回転軸２０は、第２セル２２ｂの中心Ｃに対して後側に偏心
している。すなわちヒンジ回転軸２０は、第２セル２２ｂの中心Ｃよりも、第１セル２２
ａから離れている。
【００３０】
　図６に示すように、バッテリパック１７は、第１部分２４と第２部分２５との間に、第
１セル２２ａ及び第２セル２２ｂの外形に対して膨らんだ膨らみ部３１を有する。膨らみ
部３１は、第１部分２４と第２部分２５との間の段差の大きさに対応して設けられている
。膨らみ部３１には、機能部品３２が収容されている。機能部品３２の一例は、セル２２
の動作を安定させる回路基板である。なお機能部品３２は、上記例に限られない。
【００３１】
　表示筐体１１の先端部３３は、上記第２位置で、バッテリパック１７の膨らみ部３１に
当接する。本実施形態のヒンジ４ａ，４ｂは、ストッパーを有しない。表示筐体１１は、
当該表示筐体１１の一部がバッテリパック１７の膨らみ部３１に当接することで、それ以
上の回転が規制される。換言すれば、膨らみ部３１は、表示筐体１１の回転を規制するス
トッパーとなる。さらに換言すれば、バッテリパック１７に膨らみ部３１を設けることで
、ヒンジ４ａ，４ｂのストッパーを省略することができる。
【００３２】
　図７に示すように、表示筐体１１は、上記第２位置で、キーボード９の上面及びバッテ
リパック１７の上面よりも下方に位置する。表示筐体１１の背壁１４は、上記第２位置で
、本体筐体５の下壁７と略同一面上に位置する。
【００３３】
　次に、表示筐体１１の構造について説明する。　
　図３に示すように、バッテリパック１７の第２部分２５は、第１部分２４に対して上方
に位置ずれし、第１部分２４よりも盛り上がっている。これにより、バッテリパック１７
には、上記第１位置にある表示筐体１１に向いた凸部３５（第１の凸部）が設けられてい
る。
【００３４】
　表示筐体１１は、バッテリパック１７の凸部３５に対応した凹部３７（第２の凹部）が
設けられている。凹部３７は、上記第１位置で、バッテリパック１７の凸部３５に対向す
る。バッテリパック１７の凸部３５の少なくとも一部は、表示筐体１１が上記第１位置に
あるとき、表示筐体１１の凹部３７に入り込み、凹部３７に収容される。
【００３５】
　図８に示すように、表示筐体１１は、本体部４０と、第１端部４１と、第２端部４２と
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を有する。本体部４０は、表示装置１２を収容している。第１端部４１及び第２端部４２
は、それぞれ表示装置１２を外れた位置に設けられている。第１端部４１は、ヒンジ４ａ
，４ｂに連結された端部であり、表示筐体１１が立て起こされたとき、表示筐体１１の下
端部となる。第２端部４２は、第１端部４１とは反対側に位置され、表示筐体１１が立て
起こされたとき、表示筐体１１の上端部となる。
【００３６】
　図３に示すように、上記凹部３７は、表示筐体１１の第１端部４１に設けられている。
凹部３７が設けられることで、表示筐体１１の第１端部４１は、表示筐体１１の他の部分
、例えば本体部４０に比べて薄くなっている。図６に示すように、この薄くなった第１端
部４１が、前記第２位置で、バッテリパック１７の凹部３０と机上面Ｄとの間の空間Ｓに
入り込み、凹部３０に収容される。
【００３７】
　図１に示すように、凹部３７は、表示筐体１１の第１端部４１に沿って、表示筐体１１
の幅方向に延びている。凹部３７は、上記一対の突出部１８ａ，１８ｂの間に亘って延び
ている。
【００３８】
　次に、表示筐体１１の実装構造について説明する。　
　図３及び図８に示すように、表示筐体１１は、ハーネス４３を収容している。なお図８
では、説明の便宜上、ハーネス４３にハッチングを施してある。ハーネス４３は、複数の
ケーブル４４を束に纏めたものである。ハーネス４３は、例えば複数のケーブル４４を纏
めて包む保護材４５を有する。保護材４５は、例えば絶縁材料で形成されている。
【００３９】
　図８に示すように、ハーネス４３は、表示筐体１１の第１端部４１に収容されている。
表示装置１２は、凹部３７に沿って延びた端部４７を有する。ハーネス４３は、表示装置
１２の端部４７に沿って延びた第１部分４３ａと、表示筐体１１のひとつの突出部１８ａ
内に延びた第２部分４３ｂとを有する。
【００４０】
　図３及び図８に示すように、ハーネス４３の第１部分４３ａは、複数のケーブル４４が
横一列に並べられ、平坦状になっている。図３に示すように、複数のケーブル４４は、表
示筐体１１の厚さ方向（第１方向Ｘ）にそれぞれ表示筐体１１の凹部３７に対向している
。複数のケーブル４４は、表示筐体１１の厚さ方向とは交差する方向に並べられている。
本実施形態では、複数のケーブル４４は、表示筐体１１の厚さ方向とは略直交する方向（
第２方向Ｙ）に並べられている。
【００４１】
　図３及び図８に示すように、ハーネス４３の第１部分４３ａは、表示筐体１１の凹部３
７に沿って延びている。ハーネス４３の第１部分４３ｂでは、複数のケーブル４４のそれ
ぞれの少なくとも一部は、上記第２方向Ｙで表示装置１２に対向している。
【００４２】
　図３及び図８乃至図１０に示すように、表示装置１２は、表示画面１２ａを有する前面
５１と、この前面５１とは反対側に位置された背面５２と、前面５１及び背面５２に対し
て起立し、前面５１の周縁部と背面５２周縁部との間を繋ぐ周面５３とを有する。前面５
１は、「第１面」の一例である。
【００４３】
　背面５２は、当該背面５２のなかで前面５１との間の距離が最も離れた第１部分５２ａ
と、この第１部分５２ａに対して窪んだ第２部分５２ｂとを有する。つまり、前面５１と
背面５２の第１部分５２ａとの間の距離が表示装置１２の最大厚さとなる。第２部分５２
ｂでは、第１部分５２ａに比べて表示装置１２が薄くなっている。第１部分５２ａの表面
は、「第２面」の一例である。
【００４４】
　第２部分５２ｂは、表示装置１２の端部４７に設けられている。この第２部分５２ｂに
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は、ハーネス４３が接続されるコネクタ５４が設けられている。コネクタ５４の厚さは、
第１部分５２ａと第２部分５２ｂとの間の段差と実質的に同じ大きさかそれよりも小さい
。このため、コネクタ５４は、表示装置１２の最大厚さ内に位置され、第１部分５２ａよ
りも外部に実質的に突出していない。すなわち、コネクタ５４は、上記第１面と、上記第
２面との間に設けられている。
【００４５】
　表示装置１２は、当該表示装置１２の周面５３を形成するフレーム５５を有する。フレ
ーム５５は、コネクタ５４に対応した切欠き部５５ａが設けられている。切欠き部５５ａ
は、コネクタ５４に対向し、ハーネス４３の挿入方向にコネクタ５４を開放している。
【００４６】
　図３及び図８に示すように、ハーネス４３は、表示装置１２の端部４７でコネクタ５４
に接続されている。ハーネス４３は、表示装置１２の最大厚さ内で、表示装置１２に接続
されている。なお「表示装置１２の最大厚さ内で接続」とは、上記第１面と上記第２面と
の間で接続との意味である。図８に示すように、ハーネス４３は、表示装置１２の端部４
７から凹部３７に対向する領域に延びている。
【００４７】
　図８に示すように、ハーネス４３の第２部分４３ｂは、複数のケーブル４４が円柱状に
束ねられて、第１部分４３ａよりも厚くなっている。この第２部分４３ｂは、表示筐体１
１の突出部１８ａから本体筐体５のヒンジ取付部１９に導かれ、本体筐体５内に延びてい
る。
【００４８】
　図１１及び図１２に示すように、ヒンジ取付部１９の上面は、バッテリパック１７の第
２部分２５の上面と略同じ外形形状を有するように盛り上がっている。これにより、ヒン
ジ取付部１９は、上記第１位置にある表示筐体１１に向いた凸部６１が設けられている。
ヒンジ取付部１９の凸部６１は、バッテリパック１７の凸部３５に一続きとなる。ヒンジ
取付部１９の凸部６１の少なくとも一部は、上記第１位置にある表示筐体１１の凹部３７
に対向し、その凹部３７に収容される。
【００４９】
　図１２に示すように、ヒンジ取付部１９の凸部６１の内面６１ａは、凸部６１の外形形
状に沿って、本体筐体５の外部に向いて膨らむ曲面状に形成されている。これによりヒン
ジ取付部１９の内部空間は、本体筐体５の他の領域の内部空間に比べて大きくなっている
。ハーネス４３は、本体筐体５に対する表示筐体１１の回動時に伸縮される。このときハ
ーネス４３は、上記凸部６１の内部空間で伸縮可能である。すなわち、ハーネス４３は、
凸部６１の比較的大きな内部空間で緩んだり、曲がったりすることができる。これにより
、ハーネス４３に加わるストレスが小さくなる。
【００５０】
　図２に示すように、ヒンジ取付部１９の下面は、バッテリパック１７の下面と略同じ外
形形状を有するように窪んでいる。つまり、ヒンジ取付部１９の下面は、バッテリパック
１７の凹部３０に一続きとなる凹部６２が設けられている。表示筐体１１の一部は、上記
第２の位置で、バッテリパック１７の凹部３０と同様に、ヒンジ取付部１９の凹部６２に
収容される。
【００５１】
　図４に示すように、バッテリパック１７の第１端部２７は、コネクタ２９を収容してい
る。図３に示すように、この第１端部２７は、第１部分２４に比べて薄くなっており、第
１部分２４との間に厚さの違いに基づく段差を有する。換言すれば、バッテリパック１７
は、第１部分２４が他の部分に比べて下方に突出し、バッテリパック１７の突出部６４が
設けられている。
【００５２】
　図２に示すように、本体筐体５の後端部は、バッテリパック１７の突出部６４に一続き
になる他の突出部６５を有する。バッテリパック１７の突出部６４と本体筐体５の突出部
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６５は、互いに連続し、本体筐体５の後端部の下面に、本体筐体５の略全幅に亘る一連の
突出部６６を形成している。この突出部６６は、本体筐体５の脚部６７が設けられるとと
もに、ユーザーが電子機器１を持ち運ぶ時に手をかけることができるつまみ部となる。
【００５３】
　このような構成によれば、表示筐体１１の回動可能角度を大きくすることができる。す
なわち、本実施形態のバッテリパック１７は、当該バッテリパック１７の後端部に、表示
筐体１１の一部を上記第２位置で収容可能な凹部３０が設けられている。この凹部３０が
設けられていることで、表示筐体１１は、本体筐体５やバッテリパック１７に接触するこ
となく、より大きな角度まで回動できるようになる。このため、表示筐体１１の回動可能
角度を大きくすることができる。
【００５４】
　さらに、凹部３０がバッテリパック１７の下端部に設けられていることで、電子機器１
が後方から見られたときに、電子機器１を薄く見せることができる。これはデザイン性の
向上に寄与する。
【００５５】
　本実施形態では、バッテリパック１７は、第１セル２２ａが収容された第１部分２４と
、第２セル２２ｂが収容された第２部分２５とを有する。第２部分２５が第１部分２４に
対して位置ずれして設けられることで、バッテリパック１７に凹部３０が設けられている
。これによれば、凹部３０を設けてもバッテリの容量を確保することができる。さらに凹
部３０を設けてもバッテリパック１７内にデッドスペースが生じにくくなる。
【００５６】
　本実施形態では、バッテリパック１７の凹部３０は、当該凹部３０と机上面Ｄとの間に
表示筐体１１の一部が収容される空間Ｓを規定する。これによれば、バッテリパック１７
の凹部３０の厚さ（大きさ）をある程度狭くしても、表示筐体１１の一部を十分に収容す
ることができる。このため、バッテリパック１７の凹部３０を小さくし、電子機器１の薄
型化を図ることができる。
【００５７】
　本実施形態では、表示筐体１１は、上記第１位置から略１８０度開かれた上記第２位置
まで回動可能である。このような構成によれば、電子機器１を完全に開いた状態で使用す
ることができる。電子機器１が例えばタッチパネルなどを有して表示画面１２ａに入力機
能を有する場合、表示筐体１１を略１８０度開いて使用することができると、表示筐体１
１が机上面Ｄによっても支持されるので、入力操作を行いやすくなる。
【００５８】
　さらに表示筐体１１を略１８０度開くことができると、ハーネス４３などの取付性が良
好になる。すなわち、表示筐体１１を略１８０度開いた状態で組立作業を行うことができ
る。これによれば、ハーネス４３を最も伸びた状態で電子機器１に取り付けることができ
る。このため、通常の使用時でハーネス４３が過度に伸ばされる状態を避けることができ
、ハーネス４３の負担を軽減し、断線などの可能性をより小さくすることができる。
【００５９】
　次に比較のため、ヒンジ回転軸２０が第２セル２２ｂの中心Ｃと一致した構造について
考える。この場合、表示筐体１１が１８０度に達しない所定角度だけ回転したときに、表
示筐体１１がバッテリパック１７に接触することになり、それ以上の表示筐体１１の回転
が規制される。
【００６０】
　一方で、本実施形態では、ヒンジ回転軸２０は、第２セル２２ｂの中心Ｃよりも、上記
第１位置にある表示筐体１１から離れた位置、例えば第２セル２２ｂの中心Ｃよりも下側
に配置されている。これによれば、表示筐体１１がバッテリパック１７及び本体筐体５と
接触するのを避けて、表示筐体１１をより大きな角度まで回転させることができるように
なる。
【００６１】
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　本実施形態では、ヒンジ回転軸２０は、第２セル２２ｂの中心Ｃよりも、第１セル２２
ａから遠い位置、すなわち電子機器１の後側に偏心して配置されている。これによれば、
バッテリパック１７の凹部３０の奥行き（水平方向の深さ）を小さくしても、上記第２位
置まで回転させられた表示筐体１１の一部を凹部３０で収容することができる。換言すれ
ば、バッテリパック１７に膨らみ部３１を設け、バッテリパック１７内の実装スペースを
広げることができる。
【００６２】
　本実施形態では、表示筐体１１は、当該表示筐体１１からバッテリパック１７の両側に
突出した一対の突出部１８ａ，１８ｂを有し、この突出部１８ａ，１８ｂがヒンジ回転軸
２０に支持されている。これによれば、ヒンジ回転軸２０を、第２セル２２ｂの中心Ｃよ
りも、上記第１位置にある表示筐体１１から遠くに配置しやすくなる。
【００６３】
　本実施形態では、バッテリパック１７は、第１部分２４と第２部分２５との間に、第１
セル２２ａ及び第２セル２２ｂの外形に対して膨んだ膨らみ部３１を有する。そして膨ら
み部３１に機能部品３２が収容されている。すなわち、第１部分２４と第２部分２５との
間の段差が活用され、この段差に対応した膨らみ部３１が設けられることで、バッテリパ
ック１７内に追加的な実装スペースが創出されている。このような膨らみ部３１に機能部
品３２を配置することで、高密度実装をより実現することができる。
【００６４】
　本実施形態では、表示筐体１１は、上記第１位置でバッテリパック１７の第２部分２５
に対向し、第２部分２５の一部が収容される凹部３７が設けられている。これによれば、
バッテリパック１７の第２部分２５が第１部分２４に対して上方に位置ずれして設けられ
ても、表示筐体１１の凹部３７で第２部分２５の盛り上がりを吸収し、電子機器１の薄さ
を維持することができる。これは電子機器１の薄型化に寄与する。
【００６５】
　表示筐体１１の第１端部４１は、表示装置１２が実装されず、デッドスペースになりや
すい。本実施形態では、上記凹部３７は、表示筐体１１の第１端部４１に設けられている
。すなわち、第１端部４１のデッドスペースを有効に活用し、凹部３７が設けられている
。
【００６６】
　本実施形態では、表示筐体１１の第１端部４１は、凹部３７が設けられて表示筐体１１
の他の部分に比べて薄くなっており、この薄くなった第１端部４１が上記第２位置でバッ
テリパック１７の凹部３０に収容される。これによれば、バッテリパック１７の凹部３０
を小さく（狭く）しても表示筐体１１の回動可能角度を大きく確保することができる。つ
まり、凹部３０を小さくし、電子機器１の薄型化を同時に図ることができる。
【００６７】
　次に、別の観点から見た本実施形態の構造について述べる。　
　本実施形態の構成によれば、電子機器１の薄型化及び高密度実装を実現することができ
る。すなわち本実施形態では、電子機器１は、凸部３５が設けられたバッテリパック１７
が取り付けられた本体筐体５と、バッテリパック１７の凸部３５に対応する凹部３７が設
けられた表示筐体１１とを備える。これにより、表示筐体１１の凹部３７によってバッテ
リパック１７の凸部３５の盛り上がりを吸収することができるので、電子機器１の薄型化
を図ることができる。
【００６８】
　本実施形態では、複数のケーブル４４は、凹部３７が設けられた表示筐体１１の第１端
部４１に収容され、表示筐体１１の厚さ方向とは交差する方向に並べられている。これに
よれば、凹部３７を設けることで内部が狭くなった表示筐体１１の第１端部４１を有効活
用して部品を実装することができる。これにより電子機器１の高密度実装を図ることがで
きる。
【００６９】
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　本実施形態では、表示筐体１１は、表示装置１２が収容された本体部４０と、表示装置
１２を外れた第１端部４１とを有し、この第１端部４１に凹部３７が設けられている。こ
れによれば、表示装置１２を外れた位置に凹部３７が設けられるので、表示筐体１１に凹
部３７を設けやすい。また表示装置１２を外れた位置であれば、例えば比較的深い凹部３
７を設けることも可能になる。
【００７０】
　本実施形態では、凹部３７は、表示筐体１１の端部４１に沿って延びており、ハーネス
４３は、凹部３７に沿って延びた第１部分４３ａを有する。これによれば、凹部３７が設
けられた比較的長い領域に亘って、その領域の内部空間を有効活用できるので、電子機器
１の高密度実装をより図ることができる。
【００７１】
　本実施形態では、表示装置１２は、凹部３７に沿って延びた端部４７を有する。そして
ケーブル４４は、表示装置１２の端部４７に接続され、表示装置１２の端部４７から凹部
３７に対向する領域まで延びている。これによれば、表示装置１２の左右のスペースでは
なく、表示筐体１１の第１端部４１のスペースを有効活用してケーブル４４を実装するこ
とができる。
【００７２】
　本実施形態では、表示装置１２は、表示画面１２ａを有した第１面と、この第１面とは
反対側に位置された第２面と、上記第１面と第２面との間に設けられたコネクタ５４とを
有する。ケーブル４４は、上記コネクタ５４に接続されている。これによれば、表示筐体
１１をより薄く形成することができる。
【００７３】
　本実施形態では、ケーブル４４の少なくとも一部は、表示筐体１１の厚さ方向とは略直
交する方向で表示装置１２に対向している。これによれば、ケーブル４４が、ほとんど屈
曲されることなく表示装置１２から表示筐体１１の第１端部４１まで延びることができる
。そのため、電子機器１の薄型化及び高密度実装をより図ることができる。
【００７４】
　本実施形態では、本体筐体５の端部は、バッテリパック１７の凸部３５に一続きとなる
他の凸部６１を有する。ケーブル４４は、表示筐体１１から一対の突出部１８ａ，１８ｂ
のひとつを通じて本体筐体５の端部に導かれるとともに、上記他の凸部６１内の空間で伸
縮可能になっている。これによれば、表示ユニット３を閉じる時に縮むケーブル４４の一
部を、この凸部６１内の膨らんだスペースで受けることができ、ケーブル４４に加わるス
トレスを低減することができる。これは断線の可能性をより低いものにし、電子機器１の
信頼性をより向上させる。
【００７５】
　次に、図１３を参照して電子機器１のひとつの変形例について説明する。　
　複数のケーブル４４は、表示筐体１１の厚さ方向とは略直交する方向に並んでいる必要
はなく、図１３に示すように、凹部３７の内面に沿って並んでいてもよい。このような構
成であっても、電子機器１の薄型化及び高密度実装の実現を図ることができる。
【００７６】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具現化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより種々の発明を形成できる。例えば、実施
形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施形
態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【００７７】
　表示筐体１１の回動角度を大きくするための観点から言えば、表示筐体１１の凹部３７
は設けられなくてもよい。凹部３７がない表示筐体１１であっても、バッテリパック１７
に凹部３０を設けることで、表示筐体１１の回動可能角度を大きくすることができる。
【００７８】
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　電子機器１の薄型化及び高密度実装を実現するための観点から言えば、バッテリパック
１７の凹部３０は設けなくてもよい。バッテリパック１７の凸部３５に対応した凹部３７
を表示筐体１１に設けることで電子機器１の薄型化を図ることができる。そして凹部３７
が設けられた表示筐体１１の端部４１に、複数のケーブルを表示筐体１１の厚さ方向とは
交差する方向に並べることで高密度実装を実現することができる。なお上記複数のケーブ
ルは、表示装置１２に接続されたケーブルに限らず、例えばアンテナやカメラモジュール
に接続されたケーブルであってもよい。
【００７９】
　また上記いずれの観点においても、バッテリパック１７は、第１セル２２ａ及び第２セ
ル２２ｂを有するものでなくてもよい。ヒンジ４ａ，４ｂは、上記実施形態のようなバッ
テリパック１７の両側に突出した突出部１８ａ，１８ｂを支持するものに限らず、他の機
構のものでもよい。表示筐体１１は、必ずしも略１８０度まで開くことができる必要はな
く、１８０度以下の所定角度までしか回転できないものであってもよい。
【００８０】
　表示筐体１１は、上記第２の位置で、キーボード９の上面よりも下方に位置されなくて
もよい。バッテリパック１７は、膨らみ部３１を有しなくてもよい。ケーブル４４は、表
示装置１２の凹部３７に沿って延びた端部４７ではなく、表示装置１２の左端部や右端部
などに接続されてもよい。ケーブル４４は、表示装置１２の背面から突出したコネクタに
接続されるものでもよい。ヒンジ取付部１９は、凸部６１を有さずに、平坦状に形成され
てもよい。
【００８１】
　また本明細書では、いくつかの部材に「第１」「第２」などと付して説明したが、これ
らは説明の便宜上付されたものであり、適宜数字を入れ替えて読み替え可能である。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載されたバッテリ実装構造を付記する。
［１］バッテリが取り付けられた本体筐体と、表示装置が収容された表示筐体と、前記表
示装置の表示画面が前記本体筐体に覆われる第１位置と前記表示画面が露出される第２位
置との間で回動可能に、前記本体筐体と前記表示筐体とを連結したヒンジと、を具備し、
前記バッテリは、第１セルが収容された第１部分と、前記本体筐体の中央部から前記第１
部分よりも離れて位置され、第２セルが収容された第２部分とを有し、前記第１位置にあ
る前記表示筐体に向いて前記第２部分が前記第１部分に対して位置ずれして設けられるこ
とで、前記本体筐体とは反対側となる当該バッテリの端部に、前記表示筐体の一部が前記
第２位置で収容される凹部が設けられ、前記ヒンジの回転軸は、前記第２セルの中心より
も、前記第１位置にある前記表示筐体から離れて位置されたバッテリ実装構造。
［２］、［１］の記載において、前記凹部は、前記第２部分の下端部に設けられ、前記凹
部と前記本体筐体が載置される机上面との間の空間に前記表示筐体の一部が前記第２位置
で入り込むバッテリ実装構造。
［３］、［１］または［２］の記載において、前記表示筐体は、当該表示筐体から前記バ
ッテリの両側に突出した一対の突出部を有し、この突出部が前記ヒンジの回転軸に支持さ
れたバッテリ実装構造。
［４］、［１］または［３］の記載において、前記表示筐体は、前記第２位置において前
記第１位置から略１８０度開かれるバッテリ実装構造。
［５］、［１］または［４］の記載において、前記本体筐体に取り付けられたキーボード
を備え、前記表示筐体は、前記第２位置で、前記キーボードの上面よりも下方に位置され
るバッテリ実装構造。
［６］、［１］または［５］の記載において、前記バッテリは、前記第１部分と前記第２
部分との間に、前記第１セル及び前記第２セルの外形に対して膨んだ膨らみ部を有し、こ
の膨らみ部に機能部品が収容されたバッテリ実装構造。
［７］、［１］または［６］の記載において、前記表示筐体は、前記第１位置で前記バッ
テリの第２部分に対向し、前記第２部分の一部が収容される第２の凹部が設けられたバッ
テリ実装構造。
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［８］、［７］の記載において、前記表示筐体は、前記第２の凹部が設けられ、前記表示
筐体の他の部分に比べて薄くなった端部を有し、この薄くなった端部が前記第２位置で前
記バッテリの凹部に収容されるバッテリ実装構造。
［９］第１筐体と、表示装置が収容された第２筐体と、前記表示装置の表示画面が前記第
１筐体に覆われる第１位置と、前記表示画面が露出される第２位置との間で回動可能に、
前記第１筐体と前記第２筐体とを連結したヒンジと、前記第１筐体に取り付けられ、前記
第１筐体とは反対側となる端部に、前記第２筐体の一部が前記第２位置で収容される凹部
が設けられたバッテリと、を具備したバッテリ実装構造。
［１０］、［９］の記載において、前記ヒンジの回転軸は、前記凹部が設けられたバッテ
リの端部の中心よりも、下側に位置されたバッテリ実装構造。
【符号の説明】
【００８２】
　Ｄ…机上面、Ｓ…空間、Ｃ…第２セルの中心、１…電子機器、２…本体ユニット、３…
表示ユニット、４ａ，４ｂ…ヒンジ、５…本体筐体、１１…表示筐体、１２…表示装置、
１２ａ…表示画面、１７…バッテリパック、１８ａ，１８ｂ…突出部、２０…ヒンジ回転
軸、２２ａ…第１セル、２２ｂ…第２セル、２４…第１部分、２５…第２部分、３０…バ
ッテリパックの凹部、３１…膨らみ部、３２…機能部品、３５…バッテリパックの凸部、
３７…表示筐体の凹部、４３…ハーネス、４４…ケーブル、６１…本体筐体の凸部。
【要約】
　
【課題】筐体の回動可能角度を大きくすることができるバッテリ実装構造を提供する。
【解決手段】一つの実施形態によれば、バッテリ実装構造は、第１筐体と、表示装置が収
容された第２筐体と、ヒンジと、バッテリとを具備する。ヒンジは、前記表示装置の表示
画面が前記第１筐体に覆われる第１位置と、前記表示画面が露出される第２位置との間で
回動可能に、前記第１筐体と前記第２筐体とを連結している。バッテリは、前記第１筐体
に取り付けられ、前記第１筐体とは反対側となる端部に、前記第２筐体の一部が前記第２
位置で収容される凹部が設けられている。
【選択図】図6
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